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約
80
人
の
参
加
者

柔軟な発想による色々な企画が提案された

緊急時、駅間での乗客避難のための昇降台を見学

八
木
新
代
表
幹
事

（
N
E
S
C
O
労
組
）に
よ
る

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
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ＪＲ連合
関西新幹線サービック労組
ＪＲ東海ホテルズ労組
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ＪＲ西日本伊勢丹労組
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ＪＲ西日本総合ビルサービス労組
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ＫＳＫ労組
南関東ロジスティクス労組
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２０１７年度 ＪＲグループ労組連絡会 幹事会名簿

こたえ１．うどん（そば）や （つきみうどん）　２．くさむら　３．「じゅうごや！」（十五夜）

　

８
月
29
日（
火
）〜
30
日（
水
）

Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高
松

に
於
い
て
、
幹
事
会
・
総
会
委

員
・
来
賓
・
傍
聴
な
ど
約
80
人

出
席
の
も
と
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ

労
組
連
絡
会
第
25
回
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
か
ら
は
、

幹
事
・
総
会
委
員
・
傍
聴
な
ど

34
名
が
参
加
。各
分
科
会
別
討

議
に
参
加
し
、
２
０
１
７
春
闘

の
成
果
、
人
材
確
保
・
契
約
単

価
の
見
直
し
な
ど
、
現
状
の
課

題
に
つ
い
て
積
極
的
に
意
見
交

換
を
行
い
、
賃
金
引
上
げ
を
は

じ
め
と
し
た
労
働
条
件
の
改
善

に
む
け
て
、
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
く
べ
く
、
全
て
の
議
案

を
満
場
一
致
で
採
択
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
こ
れ
ま
で
４

年
間
代
表
幹
事
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ

グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
を
牽
引

し
て
き
た
火
野
宮
代
表
幹
事
ほ

か
2
名
の
幹
事
が
退
任
し
、
新

た
に
八
木
大
星
氏
（
Ｊ
Ｒ
西
日

本
連
合
・
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
労
組
）

が
代
表
幹
事
に
選
出
さ
れ
た
。

　

よ
う
き
ん
さ
っ
た
豊
岡
へ

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
豊
岡

駅
分
会
で
す
。

　

私
た
ち
の
職
場
は
、
城
崎
温

泉
や
コ
ウ
ノ
ト
リ
、
そ
し
て
カ

ニ
で
有
名
な
兵
庫
県
豊
岡
市
に

あ
り
ま
す
。
豊
岡
管
理
駅
は
、

出
石
行
き
の
バ
ス
や
天
橋
立
等

の
観
光
名
所
に
行
け
る
京
都
丹

後
鉄
道
（
丹
鉄
）
の
乗
り
換
え

口
で
あ
る
豊
岡
駅
と
、
今
年
の

６
月
17
日
か
ら
運
行
開
始
し
て

い
る
「
Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ 

瑞
風
」
の

立
ち
寄
り
観
光
駅
で
も
あ
る
城

崎
温
泉
駅
に
所
属
す
る
39
名
の

組
合
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
は
、
日
々
安
全
を
意

識
し
て
考
動
す
る
と
と
も
に
、

お
客
様
に
い
か
に
満
足
し
て
ご

利
用
い
た
だ
く
か
を
意
識
し
、

精
一
杯
業
務
に
努
め
て
お
り
ま

す
。

　

現
在
、
豊
岡
駅
分
会
は
、
半

数
以
上
が
若
手
組
合
員
で
あ

り
、
急
速
に
進
む
世
代
交
代
の

中
、
ベ
テ
ラ
ン
組
合
員
の
方
々

が
築
い
て
来
ら
れ
た
バ
ト
ン

を
、
若
手
組
合
員
が
し
っ
か
り

と
引
き
継
い
で
行
く
時
期
に
直

面
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
運
動

を
し
っ
か
り
継
承
す

る
た
め
に
は
、ベ
テ

ラ
ン
組
合
員
と
若
手

組
合
員
の
交
流
が
不

可
欠
と
考
え
て
お

り
、
豊
岡
駅
分
会
で

は
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン

活
動
の
一
環
と
し

て
、
親
睦
を
深
め
る

た
め
に
、
毎
年
新
入

組
合
員
の
歓
迎
会
を

企
画
し
て
い
ま
す
。

　

若
手
組
合
員
の
組
合
活
動
へ

の
参
加
を
促
す
と
と
も
に
、
組

合
活
動
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
二

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
今

年
度
は
６
月
20
日
に
鉄
板
焼
き

を
食
べ
に
行
き
、
盛
大
に
開
催

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

豊
岡
駅
分
会
で
は
、
こ
れ
か

ら
も
ベ
テ
ラ
ン
組
合
員
・
若
手

組
合
員
の
団
結
の
も
と
、
組
織

強
化
を
図
り
な
が
ら
活
動
を
行

い
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
運
動
の
継
承

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

11
月
上
旬
か
ら
解
禁
と
な
る

松
葉
ガ
ニ
を
食
べ
に
、
全
国
各

地
か
ら
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 〈
福
知
山
地
本
発
〉

　

当
日
は
、
講
師
と
し
て
和
歌

山
支
社
安
全
推
進
室
の
後
室
長

を
お
招
き
し
、「
和
歌
山
支
社

の
津
波
対
策
」
を
テ
ー
マ
に
特

別
講
義
を
頂
い
た
。

　

和
歌
山
支
社
管
内
で
は
、
東

日
本
大
震
災
が
発
生
す
る
前
か

ら
、
津
波
対
策
を
進
め
て
お

り
、
乗
客
の
み
な
ら
ず
、
地
元

住
民
が
避
難
す
る
た
め
の
設
備

も
管
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
学
ん
た
。

　

続
い
て
、
和
歌
山
地
本
の
堂

脇
書
記
長（
当
時
）か
ら
、「
和

歌
山
地
本
の
ロ
ー
カ
ル
線
活
性

化
に
向
け
た
取
り
組
み
」
と
題

す
る
特
別
講
義
が
あ
り
、
地
域

活
性
化
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
和
歌
山
地
本
が
取
り
組
ん
で
き

た
内
容
に
つい
て
教
え
を
う
け
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、「
乗
っ

て
残
そ
う
運
動
」や
一
部
地
域

の
た
め
だ
け
の
イ
ベ
ン
ト
列
車

で
は
、
活
動
は
長
続
き
し
な
い

こ
と
が
多
い
こ
と
な
ど
、
多
く

の
経
験
談
を
聞
く
事
が
で
き
、

最
後
に
、
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
を

維
持
・
活
性
化
す
る
た
め
の
ア

イ
デ
ア
を
、
班
ご
と
に
分
か
れ

て
議
論
し
た
。

　

発
表
で
は
、「
地
元
の
人
し
か

知
ら
な
い
よ
う
な
、穴
場
ス
ポ
ッ

ト
を
リ
ス
ト
化

し
、観
光
プ
ラ
ン

を
考
え
る
」
な
ど
、青
女
ら
し

い
柔
軟
な
発
想
の
企
画
が
提
案

さ
れ
、
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を

活
用
し
て
、
情
報
を
拡
散
す
る

こ
と
で
、
女
性
や
訪
日
観
光
客

も
大
都
市
だ
け
で
な
く
、
地
方

に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
の
で

は
な
い
か
、
な
ど
の
ア
イ
デ
ア

も
出
さ
れ
た
。

　

２
日
目
は
、
バ
ス
に
乗
車

し
、
前
日
に
勉
強
し
た
津
波
対

策
箇
所
を
見
学
。

　

駅
間
に
は
、
お
客
様
が
線
路

に
降
り
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た

昇
降
台
な
ど
が
あ
り
、
一
人
で

も
多
く
の
お
客
様
を
救
う
た
め

の
設
備
を
、
間
近
に
見
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
締
め
く
く
り

は
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
避
難
訓
練

が
実
施
さ
れ
、
参
加
者
に
は
、

事
前
に
知
ら
せ
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
戸
惑
い
の
中
で
の
訓
練

と
な
っ
た
。

　
「
３
分
で
19
メ
ー
ト
ル
の
津

波
が
来
る
」
こ
と
の
恐
ろ
し
さ

を
改
め
て
実
感
し
、
事
前
に
避

難
経
路
や
、
誘
導
方
法
を
頭
に

入
れ
て
お
く
こ
と
の
重
要
性
を

再
認
識
し
た
。

　

２
日
間
を
通
し
て
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
Ｊ
Ｒ
西

日
本
に
と
っ
て
、
ロ
ー
カ
ル
線

は
重
要
課
題
で
は
あ
る
が
、
な

か
な
か
そ
う
い
っ
た
議
論
を
す

る
機
会
が
な
い
の
で
、
非
常
に

良
か
っ
た
」
と
、
多
く
の
声
を

頂
き
、
有
意
義
な
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　    

〈
中
央
本
部
青
女
発
〉

　

中
央
本
部
青
年
女
性
委
員
会
は
、８
月
27
日（
日
）〜
28

（
月
）に
か
け
て
、和
歌
山
地
本
準
備
の
も
と
、「
第
17
回
地
方

ロ
ー
カ
ル
線
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
。
会
場
の
く
ろ
し
お

荘
に
は
西
日
本
各
地
か
ら
の
50
名
を
超
え
る
参
加
者
が
集

ま
り
、
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
の
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
学

び
、
青
女
な
ら
で
は
の
柔
軟
な
発
想
で
、
対
策
に
つ
い
て

議
論
を
重
ね
た
。
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ベ
テ
ラ
ン・
若
手
が
団
結
・
交
流

〝
瑞
風
〞が
吹
き
抜
け
る
観
光
の
要
路

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会

　

第
25
回
総
会
を
開
催
！　

柔
軟
な
発
想
で

　 

ロ
ー
カ
ル
線
の
維
持・発
展
を
考
え
よ
う
！

中
央
本
部
青
年
女
性
委
員
会　

　
　

第
17
回
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
フ
ォ
ー
ラ
ム

八
木
大
星
氏（
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
労
組
）が

　
　
　
　
　
　 

新
代
表
幹
事
に
選
出
！


